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地
下
水
保
全
の
方
策
は
？

ふ
る
さ
と
の
豊
か
な
水

の
継
承
に
努
め
る
決
議

（
平
成
17
年
12
月
）
の
精
神
に
基

づ
き
、
決
し
て
「
水
」
は
永
遠
、

無
限
で
は
な
く
、
保
全
・
継
承
に

努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
地

下
水
資
源
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、

現
在
、
地
下
水
保
全
上
の
最
大
の

課
題
は
何
か
。
ま
た
、
今
後
、
地

下
水
保
全
管
理
計
画
を
策
定
す
る

こ
と
に
な
る
が
、
ど
の
よ
う
な
施

策
を
盛
り
込
ん
で
い
く
の
か
。

地
下
水
保
全
の
最
大
の
課

題
は
、
５
月
か
ら
９
月
ま

で
の
灌
漑
期
に
、
加
茂
川
の
長
瀬

基
準
点
に
お
け
る
流
量
が
毎
秒
５

立
方
メ
ー
ト
ル
を
下
回
っ
た
場
合

の
不
足
水
量
の
確
保
で
あ
り
、
解

決
策
の
一
つ
と
し
て
黒
瀬
ダ
ム
の

水
の
活
用
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
活
用
方
法

と
し
て
は
、
愛
媛
県
の
判
断
に
基

づ
き
、
不
足
水
量
に
相
当
す
る
水

量
操
作
を
行
う
こ
と
や
、
黒
瀬
ダ

ム
操
作
規
則
の
改
正
、
水
利
権
の

取
得
な
ど
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。

　

地
下
水
保
全
管
理
計
画
は
、
地

下
水
を
地
域
公
水
と
位
置
付
け
、

涵
養
量
の
増
加
策
や
森
林
の
整
備
、

節
水
、
採
水
規
制
、
水
質
保
全
、

地
下
水
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
柱
に

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
保
全
策
を

盛
り
込
ん
で
い
き
た
い
。
ま
た
、

市
民
意
識
を
高
め
る
施
策
に
つ
い

て
は
、
計
画
策
定
段
階
で
よ
り
多

く
の
市
民
、
事
業
者
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
そ
の
過
程
で
意
識
の

高
揚
を
図
り
た
い
。

代
表
質
問

自
民
ク
ラ
ブ

問
１

答

代表質問•議案質疑•一般質問発言通告
　３月定例会では、３月２日から３月５日までの４日間、５会派の代表者が代表質問を、議員16名が
議案質疑と一般質問を行いました。発言の要旨は、会派別に項目を整理し、６ページから11ペー
ジにかけて掲載しています。

限りある水資源の保全・継承を


